
弔 辞

冨 岡先生,今 日ここで,先 生 にお別 れの言葉 を述べな ければな らない ことは,

誠 に残念 であ ります。

先生 は,学 部 では農業経済学 を専攻 し,大 学院で は途上国経済 の研究 を志 し
,

大学院時代か ら中東 に関す る論文,と くにイラクの植民地化問題,パ レスチナ

問題 に関心を持 たれ,幾 っかの論文 を書かれま した。東京大学助手 と して研究

生活 を始め られ ま したが,研 究 の出発点 は,そ もそ も,な ぜア ジアには,一 般

に 「産業革命」 が起 こらなか ったのか,と い うことであ りま した
。

神奈川大学 に研究の拠点 を移 してか らも,開 発経済理論 および途上 国経済の

研究 を通 じて}引 き続 き当初 の問題意識を深化 させ るためにs努 力を傾 け られ

ま した。不幸 に して昨年 の夏以来,病 に伏せ られま したが,病 床 にあ って も復

帰後の・今後の研究 につ いて色 々とご計画を持 っていた と伺 ってお ります。

残念なが ら,そ れを実現す ることは不可能 にな りま した。 しか し,昨 年の11

月,そ れまでの研究 の成果 を纒 め られ,い わば冨 岡経済学 のひ とつの到達点 と

して,『機械制工業経済 の誕生 と世界化一南北問題 の経済学一』を上梓 され
,世

に問 うことが出来 た ことは,今 となっては幸 いな ことであ りま した
。

先生 は,経 済学部で は 「新興国経済論 ・開発経済学」の研究 ・教授 を通 して,

学部生及 び大学 院生 の育成 に精力 を傾注 し,優 秀 な若手研究 者 を多 く育 て ら

れ,教 育者 と して も優れ た足跡 を残 されま した。 また学生 の スポーッ活動 を重

視 して,軟 式野球部 の部長 とな り,全 国学生軟式野球連盟会長 と して,神 奈川

大学 だ けで な く,日 本 及 び中国 の学 生軟式野球 の発展 に寄 与 され ま した こと

は,多 くの人 の知 るところであ ります。

また,か つて1960年 代,共 産 主義者同盟(ブ ント)の 創設 に関わ った ことの

あ る先生 と して は,当 初 おそ らく思 い もよ らなか った大学理事 に就任 されて
,

学費の改定問題 で ご苦労 され,ま た経済学部長 として平塚 の二学部開設 に関わ

り・ また常務理事 と して大学発展 のために人変 な ご苦労 を されま した。
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学 問 的 に は,鋭 く,あ る時 は過激 と も言え る議論 を展 開 して いた先 生 が,大

学 の行 政 に携 わ ざ るを えず,戸 惑 い,悩 み,苦 しん で い る姿 を拝 見 す る こ とが

しば しば あ りま したが,先 生 は,経 済 学 部 の発 展,大 学 の発展 の た め に耐 えて

こ られ ま した。

先 生 は,大 変 な愛 妻 家 で あ りま した。話 の折 々に も,う ち の女房 は,う ちの

女 房 は,と い う言 葉 を よ く口 にだ され,愛 妻 家 ぶ りを遺憾 な く発 揮 して い ま し

た。 また,お 嬢 様 の史 穂 さん を こよな くか わ い が って お られ ま した。病 院 にお

見舞 いに行 くと,史 穂 さんが,フ ラ ンス留学 に出発 す る時 に とった写 真 を うれ

しそ うに 見せ て くれ ま した。

先生 に,私 が,初 め て お会 い したの は,20年 も前 の ことに な ります。先生 が

シ リヤで の在 外 研修 を終 え られ,帰 国 した と きの ことで したが,そ の と き見 せ

て いた だ いた写 真 に は,シ リヤの調 査地 で お嬢 様 を膝 の上 に抱 え られ た,先 生

の,日 に焼 け た,幾 分,精 桿 な感 じのす るお姿 が写 って お りま した。 その と き

赤 ち ゃん だ ったお嬢 さん もす で に,大 学4年 生 とな り,現 在,就 職 活 動 中 との

こ とで,も うす ぐ社 会 人,先 生 も一 安 心 され て いた ので は な いか と思 い ます。

文 章 に うる さ く,議 論 好 きの,舌 鋒 鋭 い先生 で したが,相 談 を持 ちか け る と

本 当 に親 身 にな って 話 を聞 いて下 さる優 しい先生 で した。

今 日 ここで,そ の よ うな先 生 にお別 れ しな けれ ば な らない とは,誠 に残 念 で

あ ります。 しか し,致 し方 あ りませ ん。

先 生,お 疲 れ さ まで した。 また,色 々 お世 話 に な りま した。 有 り難 う ござ い

ま した。 ど うぞ安 らか に お眠 り下 さ い。
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神奈川大学経済学部長

池上 和夫


